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日本数学会では、過去５年間にわたり刊行物の電子アーカイブ化に精力的に取り組んできました。

これは、会員を含む数学研究者の研究環境改善、日本数学会の刊行物の国際的流通性・認知

度の向上に加えて、今後の日本数学会を背負って立つ若手研究者・大学院生の教育・研究環境

の改善を特に強く意図したものです。

　日本数学会の刊行物電子化のプロジェクトは、他の学問分野と比べて多少遅れて開始されまし

たが、現在では日本における学術刊行物の電子化を技術的に牽引するところまできております。

これも、会員各位のご協力の賜物と理事会では感謝する次第です。

　日本数学会では、刊行物の電子化を始めるにあたり

「日本数学会　著作権に対する考え方」（平成１７年９月１９日評議員会決定）

を定め、それに従って、欧文誌 Japanese Journal of Mathematics(JJM), New series の

電子化およびその著作権処理を開始しました。実際は、過去に刊行しました論文を遡及的

に電子化するにあたり、２００５年１１月４日付けで

会告「欧文定期刊行誌およびその前身誌の著作権委譲について」

によって著作権の一部譲渡のお願いを始めました。さらには、１９９８年以降に刊行され

たJJM の論文に関しては、書簡などで著者に個別にお願いしてまいりました。その結果、

　下記の9論文を除いて、著者からの許諾を得るまでに至っております。ここに、著者の

皆様のご協力・ご理解に深く感謝いたします。

　残る9 論文に関して理事会で議論を重ねましたが、電子版が掲載できていないことが著

者の不利益につながることの方が多いこと、この電子化事業は上で述べたようにあくまで

も公益のために行っていることを考え、独立行政法人科学技術振興機構(JST)が運営して

おりますJournal@rchive 事業に電子版を掲載することといたします。もちろん、今後と

も残る9件に関して、許諾を得るように誠心誠意、努力してまいりますし、会員の皆様か

らの情報提供も歓迎いたします。また、この9論文につきまして上記web site での公開を

望まれない場合は、書面などでお知らせ頂ければ、すぐにそのように措置いたします。
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